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★3．ゲノム網羅的SNP解析 1,034例のQC
Genotype concordance (1:1,037)
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★3．ゲノム網羅的SNP解析 1,034例のQC
Genotype concordance (1:1,037)
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★3．ゲノム網羅的SNP解析

サンプル数：1,038例

施設 解析人数

岩手二戸 １３５

秋田横手 １２４ → １２２

長野佐久 １６３ → １６２

沖縄中部 ６３

茨城水戸 １５４ → １５３

新潟柏崎 ３８

高知中央東 ８２

長崎上五島 １２５

沖縄宮古島 １５４ ●今回の解析においては、

1,038例中、下記4サンプルのデータは削除

・DNA同士のコンタミネーション疑い： 2例

・DNA低濃度または質の問題： 2例

●採血：1990 – 1994年
ヘパリン採血管で採血、1-12時間内に遠心分離
Buffy coat として-80℃保管
急激な温度上昇・サンプル融解などのトラブル無し

●ＤＮＡ抽出：2006年2月～2007年4月
（一部量不足のため2011年11月）

ＤＮＡは-80℃保管
急激な温度上昇・サンプル融解などのトラブル無し

●採血：1990 – 1994年
ヘパリン採血管で採血、1-12時間内に遠心分離
Buffy coat として-80℃保管
急激な温度上昇・サンプル融解などのトラブル無し

●ＤＮＡ抽出：2006年2月～2007年4月
（一部量不足のため2011年11月）

ＤＮＡは-80℃保管
急激な温度上昇・サンプル融解などのトラブル無し

この中の
コンタミネーション疑い：１例
についてはデータ取り直しが
できる可能性有り。
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★3．ゲノム網羅的SNP解析 1,034例

YRI

CEU

CHB
JPT/ JPHC 509人
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★4．Methylome 285例のQC

各CpG siteのメチル化の程度はメチル化検出用（M）と
非メチル化プローブ（U）の蛍光強度の比率（β）で表す。

http://www.illumina.com/products/methylation_450_beadchip_kits.ilmn

Infinium HumanMethylation450 BeadChip
の485,577のプローブ情報に対してQCを施行、

常染色体上473,864プローブのうち、472,801
プローブが解析対象（99.8%）。

1990-1994年に採血、

2006-2007年にDNA
抽出の検体でも、優

れたcall rateが得られ

た。
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★4．Methylome 285例の解析

http://www.illumina.com/products/methylation_450_beadchip_kits.ilmn
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★4．Methylome 285例のQC
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